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資料１：陸上風力のエリア設定に係わる要素図

1.1 白地 

浜松市の陸上風力ゾーニング計画区域のうち、表 1 の基準に該当するエリアは技術

的に風力発電機の立地が困難と想定し、除外することとした（図 1～図 3）。 

なお、マップ上は白地扱いとした。

表 1 白地（除外されるエリア）の検討基準 

項目 条件

20 年間の年平均風速（地上高

80m）シミュレーション値

5.5m/s 未満

最大傾斜角 20 度以上

地上開度 90 度未満
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図 1 20 年間の年平均風速（5.5m/s 未満） 
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図 2 最大傾斜角（20度以上） 
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図 3 地上開度（90 度未満） 
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1.2 A エリア 

法規制や社会条件等により立地が困難なエリアとして、表 2 に示した条件に該当す

る約 1263.37 ㎢の立地を【Ａエリア】とした（図 4～図 16）。

表 2 Ａエリア設定条件一覧 

項目 条件 備考

自然公園 

国定公園・県立自然公園 

（特別保護地区、第 1 種特別

地域、第 2種特別地域のうち

植生復元が困難な場合） 

天竜奥三河国定公

園、奥大井県立自然

公園のうち、左記の

条件に該当する地域

鳥獣保護区 特別保護地区 

浜松市ギフチョウの保護に

関する条例による保護地域
指定地域内 

保安林 
土砂流出防備保安林、 

土砂崩壊防備保安林等 

※水源涵養保安林

は、対象外 

保護林 指定地域内 

風致地区 指定地域内 

土砂災害（特別）警戒区域 指定地域内 

地すべり防止区域 指定地域内 

砂防指定地 指定地域内 

急傾斜地崩壊危険区域 指定地域内 

航空法による制限表面 指定地域内 

電波伝搬障害防止区域 指定地域内 

市が指定する景観資源 指定地域内 

国等指定文化財 
指定地域内 

（無形民俗文化財は除く） 

農業振興地域内農用地区域 農振農用地 

土地利用区分 
建物用地、道路、鉄道、河川

地及び湖沼、ゴルフ場 

建物からの離隔 850m 未満 
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図 4 自然公園（特別保護・第１種）
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図 5 鳥獣保護区（特別保護地区） 
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図 6 ギフチョウの保護に関する条例による保護地域 
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図 7 保安林（水源涵養保安林以外） 
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図 8 保護林 
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図 9 風致地区（第１種・第２種） 
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図 10 航空法による制限表面 
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図 11 市が指定する景観資源 
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図 12 指定文化財 
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図 13 農業振興地域内農用地区域 
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図 14 土地利用区分 
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図 15 建物からの離隔 850m 圏内
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図 16 陸上風力発電のＡエリア 
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1.3 B エリア及び Cエリアの候補地選定 

B エリア及び C エリアとなりうる候補地として、白地・A エリアでなく、かつ 1ha 以

上の箇所のうち、風況がよいと想定される稜線を中心に、卓越風向を考慮して間隔をあ

けて想定風車を配置した。さらに、事業性を考慮し、近接して４基以上設置可能なエリ

アを抽出した。 

候補地は浜松市内で 19地区選定した。選定した各地区の一覧を表 3 に、位置図を図 
18 に示す。 

表 3 B・C エリア候補地一覧 

候補地

No. 
地区名

想定風車

基数

1 天竜区水窪町地頭方、奥領家 13 
2 天竜区水窪町奥領家 6
3 天竜区水窪町地頭方、山住 4 
4 天竜区水窪町地頭方、山住 4
5 天竜区水窪町山住 7 
6 天竜区佐久間町相月、水窪町山住 6
7 天竜区佐久間町相月、大井、水窪町山住 6

11 天竜区佐久間町戸口、半場、浦川、龍山町瀬尻 4 
12 天竜区佐久間町浦川、龍山町瀬尻 7 
13 天竜区佐久間町上平山、気田 10
14 天竜区熊、佐久間町浦川、龍山町大嶺 8
15 天竜区月、西藤平、上野、両島、米沢 4
16 天竜区懐山、長沢、浜名区引佐町東久留女木 4 
18 天竜区佐久間町浦川 5 
19 浜名区引佐町渋川 6 
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図 17 風車が１基以上設置可能なエリア 
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※B・Cエリア候補地は、発電能力 2,000kW クラス（ロータ直径 80m）の風車が近接して
4基以上設置可能なエリアを抽出した。 

図 18 B・C エリア候補地位置図 

No.13



資料 1-22 

1.4 B エリア及び Cエリア 

候補地のうち、立地には課題があり調整が必要であるが、課題をクリアできれば、立

地が可能となり得るエリアを B エリア、現時点で、立地に重大な課題は認められず、

地元の調整に大きな支障が見込まれないエリアを C エリアと設定した。

今回のゾーニング検討の結果、浜松市内では現時点で C エリアに該当する地区はな

く、すべて B エリアとした。

なお、各エリア内の課題（既存資料、地元意見等）については、別冊の地区別カルテ

にて提示する。

表 4 B エリア一覧 

B エリア

No. 
地区名

想定風車

基数

1 天竜区水窪町地頭方、奥領家 13 
2 天竜区水窪町奥領家 6
3 天竜区水窪町地頭方、山住 4 
4 天竜区水窪町地頭方、山住 4
5 天竜区水窪町山住 7 
6 天竜区佐久間町相月、水窪町山住 6
7 天竜区佐久間町相月、大井、水窪町山住 6
11 天竜区佐久間町戸口、半場、浦川、龍山町瀬尻 4 
12 天竜区佐久間町浦川、龍山町瀬尻 7 
13 天竜区佐久間町上平山、気田 10
14 天竜区熊、佐久間町浦川、龍山町大嶺 8
15 天竜区月、西藤平、上野、両島、米沢 4
16 天竜区懐山、長沢、浜名区引佐町東久留女木 4 
18 天竜区佐久間町浦川 5 
19 浜名区引佐町渋川 6 
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※Bエリア及び Cエリアは、発電能力 2,000kW クラス（ロータ直径 80m）の風車が近接
して 4基以上設置可能なエリアを抽出した。 

図 19 B エリア位置図 

No.13
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1.5 カルテにて整理した情報の補足 

各地区ごとに整理した情報を別紙のカルテにて図示した。このうち、二次メッシュ情

報等広域的な情報等を参考として図 20～図 25 に示す。
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図 20 系統マップ（EADAS） 
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図 21 植生図  
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図 22 クマタカ営巣環境評価結果（ＨＳＩ） 
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図 23 鳥類への影響が懸念される区域（センシティビティマップ（EADAS）） 
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図 24 市が指定した主要な眺望点 
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図 25 長距離自然歩道（東海自然歩道）
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資料２：洋上風力のエリア設定に係わる要素図

1.1 白地 

浜松市の洋上風力ゾーニング計画区域のうち、表 1 の基準に該当するエリアは技術
的に風力発電機の立地が困難と想定し、除外することとした（図 26）。 
なお、マップ上は白地扱いとした。

表 5 白地（除外されるエリア）の検討基準 

項目 条件

年間平均風速（地上高 100m）
のシミュレーション値

6.5m/s未満

水深 水深 400m以上

図 26 白地（除外されるエリア）の範囲 
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1.2 A-1 エリア 

法規制等により立地が困難なエリアとして、表 6に示した条件に該当する約 21.7㎢
の範囲を【A-1エリア】とした（図 27～図 31）。

表 6 A-1 エリアの設定条件一覧 

項目 条件

眺望景観 主要な眺望点からの垂直見込

み角が 5°以上の範囲
港湾区域 A 港湾区域内（浜名港）の航行

頻度が高いエリア

海岸保全施設 倒壊影響範囲内

海上灯浮標 倒壊影響範囲内

灯台 倒壊影響範囲内

住居・環境配慮施設 850m未満

図 27 眺望点からの垂直見込み角が 5°以上の範囲 
※風車の高さは160mを想定 
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図 28 港湾区域 A（航行頻度が高いエリア）  
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図 29 海岸保全施設に係る倒壊影響範囲 

図 30 灯台・海上灯浮標等に係る倒壊影響範囲  
※風車の高さは160mを想定 

※風車の高さは160mを想定 
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図 31 住居・環境配慮施設から 850m 未満の範囲  
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1.3 A-2 エリア 

海上交通の観点から明らかに回避すべきエリア及び重大な環境影響が懸念される等

により環境保全を優先するエリアとして、表 7に示した条件に該当する約 72.0 ㎢の範
囲を【A-2エリア】とした（図 32～図 36）。

表 7 A-2 エリアの設定条件一覧 

項目 条件

港湾区域 B 港湾区域内（浜名港）の航行

頻度が高いエリア以外

海上交通 A 海上交通量が 101 隻/月以上の
範囲（幅 2マイル以上）

魚礁 倒壊影響範囲内

アカウミガメの産卵地保護 海岸線から水深 5mの範囲
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図 32 港湾区域 B（航行頻度が高いエリア外） 

図 33 海上交通 A（海上交通量が 101 隻/月以上の範囲） 

2018年 1月～2018年 12月の状況
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図 34 海上交通の状況 

図 35 魚礁に係る倒壊影響範囲 
※風車の高さは160mを想定 
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図 36 アカウミガメの産卵地保護（海岸線から水深 5m の範囲） 
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1.4 B エリア 

漁業者をはじめ海面利用者等との調整等、立地には課題があり、課題をクリアできれ

ば、立地が可能となり得るエリアとして、A エリアを除くエリアのうち、表 8 に示し
た条件に該当する約 332.1㎢の範囲を【Bエリア】とした（図 37～図 42）。

表 8 B エリアの設定条件一覧 

項目 条件

漁場利用 漁場として利用されている海

面（シラス船曳他）

海上交通 B 海上交通量が 51 隻/月以上、
100隻/月以下の範囲

眺望景観 主要な眺望点からの垂直見込

み角が 1～5°の範囲
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図 37 漁場利用状況 

図 38 衛星画像判読によるシラス船曳の操業位置 

衛星画像判読期間：2018年 4月 1日～2018年 9月 30日
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図 39 衛星画像判読によるシラス船曳の操業位置 

衛星画像判読期間：2018年 4月 1日～2018年 9月 30日
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○許可漁業数からみた漁場利用状況 



資料 2-14 

図 40 許可漁業数から見た漁所利用状況（単位面積あたりの操業数（操業密度）） 

図 41 海上交通 B（海上交通量が 51 隻/月以上 100 隻/月以下の範囲） 

2018年 1月～2018年 12月の状況
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図 42 眺望点からの垂直見込み角が 1°以上 5°未満の範囲 

※風車の高さは160mを想定 
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1.5 その他の留意事項等の参考情報 

その他の留意事項等の参考情報を図 43に示す。

図 43 生物多様性の観点から重要度の高い海域 
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1.6 浜松市沖の主な漁法 

【シラス船曳】
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【延縄（チャカ）】

【魚曳き網】
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【底曳網】

【3枚漕ぎ刺網】



資料 2-20 

【釣り（チャカ）】


